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(54)【発明の名称】 液晶表示装置用電極板

(57)【要約】
【課題】プラスチック基板を用い、スイッチング素子と
画素駆動用透明電極とを同一基板上に形成した液晶表示
装置用電極板の製造にて、表示装置全体としての精度面
で有利となる構造の電極板をできるだけ単純な構造のも
のとし、容易に製造することのできる液晶表示装置用電
極板を提案すること。
【解決手段】バリア層が設けられていないプラスチック
基板６上に、透明着色パターン層２を設け、その上に透
明被覆層８を介して、スイッチング素子４と画素駆動用
透明電極５とを形成したこと。透明被覆層が、有機また
は無機の電気絶縁性のガス遮断膜であって、イオン性不
純物の遮断機能も有すること。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】バリア層が設けられていないプラスチック
基板上に、透明着色パターン層を設け、その上に透明被
覆層を介して、スイッチング素子と画素駆動用透明電極
とを形成したことを特徴とする液晶表示装置用電極板。
【請求項２】前記透明被覆層が、有機または無機の電気
絶縁性のガス遮断膜であって、イオン性不純物の遮断機
能も有することを特徴とする請求項１記載の液晶表示装
置用電極板。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、プラスチック基板
を用いた液晶表示装置用電極板に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、薄膜トランジスタ等のスイッ
チング素子および画素駆動用透明電極を規則的に配列し
たアクティブマトリクス型の液晶表示装置用電極板を用
いたカラー液晶表示装置の構造は、透明着色パターン層
（カラーフィルタ；以下ＣＦと略称する）を有する他の
基板を液晶を挟んで上記電極板と正確な位置合わせの下
に貼り合わせた構造のものであった。
【０００３】しかしながら、近年、より緻密な画像表示
を大型のパネルで実現し、なおかつ、明るい高品位表示
が求められるようになると、パネルを構成する２枚の基
板の貼り合わせの精度が益々高度に求められ、貼り合わ
せの僅かなズレが画素の開口率を大きく低下させる事態
を引き起こす。
【０００４】上記の問題を解消するために、スイッチン
グ素子を含む電極と画素の表示領域を規定するＣＦとを
フォトリソグラフィによる正確な位置合わせを前提に１
枚の基板上に形成し、パネル製造工程における対向基板
との貼り合わせの精度の影響を排除しようといった提案
がある。この提案の形態は、例えば、基板上にスイッチ
ング素子を形成した後にＣＦを形成し、スルーホールを
介してＣＦ表面に画素駆動用透明電極を引き出した構造
の電極板とするものである。
【０００５】しかるに上記の構造の電極板を作るには、
スルーホールを介した電気的接続の確実性と信頼性の確
保に困難を伴うばかりでなく、製造プロセスが複雑にな
る。このため、スイッチング素子を含む電極と画素の表
示領域を規定するＣＦとを１枚の基板上に形成する他の
単純な形態として、特開平１０－２３９６８０号公報に
示されるように、基板上に先ずＣＦを形成し、次いでオ
ーバーコートを介在させ、その上にスイッチング素子と
画素駆動用透明電極とを形成するといった方法が提案さ
れており、有力視されている。図２は、この形態を模式
的に示す断面図であるが、ガラス基板（１）上にカラー
フィルタ（２）を設け、オーバーコート（３）を介して
スイッチング素子（４）と画素駆動用透明電極（５）と
が形成されたものである。
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【０００６】上記は何れも基板に透明なガラス基板を用
いることが一般的であり、プロセス温度も２００℃以上
であることが前提になっている。しかるに、近年、割れ
ない、軽い、薄い表示装置を求める要求を叶えるべく、
プラスチック基板を用いる液晶表示装置が開発され始め
ている。このような新商品においても高い表示品位が求
められることは言うまでもなく、高精度、高開口率のカ
ラー化をプラスチック基板でも実現するために、材料と
プロセス両面の開発が行われている。
【０００７】プラスチック基板はその柔軟さにより、ガ
ラス基板にはない機能をもった表示装置を実現できる一
方、熱、力、薬品、等に対する耐性においては問題が多
い。材料面の開発によりそれらの改善が図られるとはい
え、特に、高精度の表示装置を作る上で、ガラス基板以
上の対策が求められる。
【０００８】即ち、スイッチング素子を含む電極と画素
の表示領域を規定するＣＦとをフォトリソグラフィによ
る正確な位置合わせを前提に１枚の基板上に形成し、パ
ネル製造工程における対向基板との貼り合わせの精度の
影響を排除すること、とりわけ、基板上に先ずＣＦを形
成し、次いで透明被覆層を介在させ、その上にスイッチ
ング素子と画素駆動用透明電極とを形成する前記有力視
されている方法をプラスチック基板にて実現するにはガ
ラス基板以上の対策が求められる。
【０００９】プラスチック基板を液晶表示装置に適用し
ようとする場合、モノクロ表示、カラー表示のいずれで
あってもＳＴＮタイプ等の単純マトリクス駆動の液晶表
示装置に用いられる例では、先ずプラスチック基板表面
に水分やガスの浸入を防ぐためのバリア層を設けること
が一般的であり、そのような処理を施したものを基板と
して位置付けていた。図３は、液晶表示装置に用いられ
るプラスチック基板の構成を模式的に示したものである
が、プラスチック基板（６）の表裏面にバリア層（７）
が設けられたものである。
【００１０】また、例えば、図２に示すように、ＣＦ上
にオーバーコートを介在させて、その上にスイッチング
素子と画素駆動用透明電極とを形成する場合のオーバー
コートの機能は平坦化の目的だけではなく、ＣＦからの
不純物イオンが半導体としてのスイッチング素子の特性
に影響を与えたり液晶側に浸入して不具合を引き起こす
ことを防止することも目的としている。
【００１１】以上、述べたように、特開平１０－２３９
６８０号公報に示す方法をプラスチック基板の液晶表示
装置用電極板に適用しようとすると、先ず、基板として
の水分、ガスからのバリア性を確保したバリア膜付きの
プラスチック基板を供給し、次いで、ＣＦをプラスチッ
ク基板の特性に合わせたプロセス条件で形成し、次いで
オーバーコートを介在させ、その上にスイッチング素子
と画素駆動用透明電極とを形成することとなり、元の基
板からの処理の工程も含めると長くなり、工程の短縮が
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望まれていた。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、プラスチッ
ク基板を用い、スイッチング素子と画素駆動用透明電極
とを同一基板上に形成した液晶表示装置用電極板を製造
するにあたって、表示装置全体としての精度面で有利と
なる構造の電極板をできるだけ単純な構造のものとし、
容易に製造することのできる液晶表示装置用電極板を提
案することを課題とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明は、バリア層が設
けられていないプラスチック基板上に、透明着色パター
ン層を設け、その上に透明被覆層を介して、スイッチン
グ素子と画素駆動用透明電極とを形成したことを特徴と
する液晶表示装置用電極板である。
【００１４】また、本発明は、上記発明による液晶表示
装置用電極板において、前記透明被覆層が、有機または
無機の電気絶縁性のガス遮断膜であって、イオン性不純
物の遮断機能も有することを特徴とする液晶表示装置用
電極板である。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下に、本発明による液晶表示装
置用電極板を、その一実施形態に基づいて説明する。図
１は、本発明による液晶表示装置用電極板の一実施例を
模式的に示した断面図である。図１に示すように、バリ
ア層が設けられていないプラスチック基板（６）上に、
透明着色パターン層（カラーフィルタ（ＣＦ））（２）
を設け、その上に透明被覆層（８）を介して、スイッチ
ング素子（４）と画素駆動用透明電極（５）とを形成し
たものであり、プラスチック基板（６）の他面上にも透
明被覆層（８）が設けられている。
【００１６】透明被覆層（８）は、水分や酸素ガス等の
プラスチック基板面からの浸入を防ぐバリア層と、ＣＦ
上にスイッチング素子等を載せて液晶駆動を行う場合に
ＣＦからの不純物イオンの滲みだしを防ぐ保護層の二つ
の機能を有するものである。透明被覆層の材料は、一般
のプラスチック基板上のガスバリア層の形成材料と共通
でも良い。主に水分と酸素等のガス透過性を小さくする
には、例えば、アクリル樹脂、ポリカーボネイト樹脂、*
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等の無機層との多層膜があげられる。また、一般の

ガラス基板上のＣＦに適用されるオーバーコート材料と
の組合せも可能である。
【００１７】プラスチック基板（６）は、厚さ１００～
４００μｍ程度の、例えば、ポリカーボネート、ポリエ
ーテルスルホン、ポリアリレート、ポリオレフィン等で
あり、耐熱性、光学特性等の諸特性が液晶表示装置用と
して満たされるものであれば、特に限定されない。透明
着色パターン層（カラーフィルタ（ＣＦ））（２）は、
ガラス基板上に形成するものと同一の特性が要求される
が、基板の特性からのプロセス制約条件等を満足される
ものが好ましい。
【００１８】
【発明の効果】本発明は、バリア層が設けられていない
プラスチック基板上に、透明着色パターン層を設け、そ
の上に設けたバリア層と保護層の二つの機能を有する透
明被覆層を介して、スイッチング素子と画素駆動用透明
電極とを形成した液晶表示装置用電極板であるので、精
度面で有利となる構造の電極板が単純なものとなり、容
易に製造することのできるプラスチック基板を用いた液
晶表示装置用電極板となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置用電極板の一実施例
を模式的に示した断面図である。
【図２】基板上にＣＦ、オーバーコートを形成し、その
上にスイッチング素子と画素駆動用透明電極とを形成す
る形態を模式的に示す断面図である。
【図３】液晶表示装置に用いられるプラスチック基板の
構成を模式的に示した説明図である。
【符号の説明】
１…ガラス基板
２…透明着色パターン層（カラーフィルタ（ＣＦ））
３…オーバーコート
４…スイッチング素子
５…画素駆動用透明電極
６…プラスチック基板
７…バリア層
８…透明被覆層

【図１】 【図２】
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